
稲美町いじめ防止基本方針 改定の主なポイント 

ポイント１ 「学校いじめ防止基本方針」にもとづく指導の充実 

目 的 改 定 の 概 要 基本方針 

① 学校の基本方

針をより実効性

のあるものにす

る。 

○ 基本方針に基づく取組の点検・評価について追加 

（旧：年間指導計画の作成） 

・いじめ防止対策の達成目標を設定し、取組を年間計画として定める。 

・取組状況等を学校評価の項目に位置づけ、定期的に点検・評価を行い、必

要に応じて改善するよう努める。 

P.5 2-(2)① 1 

② 保護者や地

域住民等が学

校の基本方針

により関心を

もつようにす

る。 

○ 児童生徒、保護者、地域住民等との情報交換や協議について追加 

（旧：青少年健全育成推進協議会、民生委員児童委員との連携） 

・学校の基本方針についての説明や意見交換をする機会を設ける等に

より児童生徒、保護者、地域住民等が確実に関わる仕組みを構築する。 

P.9 2-(7)①  

③ アンケート

によるいじめ

の発見率を高

める。 

○アンケート調査の工夫（様式、方法等）、保存期間等について追加 

・記名・無記名、又は選択・併用等の他、生活実態調査に含めるなど生

徒が記入しやすい形態で実施し、いじめの早期発見につなげる。 

P.6 2-(3)ポイント 

P6 2-(4)ポイント 

P.7 2-(4)⑤ 

ポイント２ 組織的な対応の徹底 

① 学校の組織

的な対応力の

向上に努める。 

○ いじめ対策組織の機能と役割について変更・追加 

（旧：生徒指導委員会による指導体制の確立） 

・いじめを発見した教職員が問題を抱え込むことがないように、いじめ

対策組織を中心とした情報共有の体制をつくり、実効性の高い取組に

する。 

・いじめ指導記録カードを活用し情報共有の徹底を図る。 

P.10フローチャート 

 

 

 

 

P.17, P.18 

○ 異校種間や学校間連携について追加 

（旧：いじめアンケート等の実施、休み時間・部活動・登下校中の実態

把握） 

・幼稚園等と小学校間や小・中・高校間の連携による配慮を要する児童

生徒の情報共有を行う。特に、中学校区内の各小学校からの生徒指導

の内容を各教員が共有し、一貫した指導体制を確立する。 

P.5 2-(2)① 4  

ポイント３ 教職員のいじめ対応能力の向上 

① 研修による

いじめ対応能

力の向上を図

る。 

○ 教職員のいじめ対応能力の向上に向けた研修の充実について追加

（旧：いじめに絞った校内研修） 

 ・全教職員に法令の趣旨や法令に基づく対応を周知するよう研修の充実 

  等を図る。 

・いじめの具体的事例をもとにした校内研修を充実させる。 

P.5 2-(2)① 2 

 

 

ポイント４ 重大事態への対処 

① 重大事態発

生時迅速適切に

対応する。 

○ 重大事態発生時対応について追加 

 ・学校の設置者又はその設置する学校は、重大事態発生時、速やかに調

査組織を設け、事実関係を明確にするための調査を行う。 

P.11, P.12, P.13  

 


